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ブナ北限形成とその成立要因（生態学会シンポジウム）の報告

1989年８月２３日に生態学会の多数のシンポジウムの一つとして，上記のシンポジウムが開かれた。植

生史研究にとってきわめて重要な問題なので，なにが話題になったかを紹介しておく。コンビナーは渡遜

定元氏（東大農･演習林）で，コンピナーによる総論の後，次の５つの話題提供あった。１：渡島半島歌才

川湿原Ｂ,P､2100年間のブナ花粉の変化。萩原法子（札幌･清修高）・矢野牧夫（北海道開拓記念館)。２：

渡島半島の蓬揃山湿原，うぐい沼の花粉分析より見た完新世におけるブナの消長。五十嵐八枝子（北大・

理）・安村史子（札幌・柏丘中)。３：渡島半島のブナ植生と土壌。渡辺至（函館営林支局）・福嶋司（東京

農工大）・梨本真（電力中研)。４：肥大生長速度からみた北限ブナの特異性．萩原信介（国立科博･自然教

育園)。５：ブナの生長と光周性と温周性。長尾精文（森林総研）・渡遜定元

１と２の話題では,花粉化石を用いて，いつ頃からブナが渡島半島に到達していたかが論じられた。ｌの

発表は黒松内低地帯での分析で,下低の2760年前以降連続して産出するが,５％に達するのは1100年頃で

あり，これ以降はブナ林が存在したと論じた。２の発表では渡島半島の５地点の分析結果を用いて，渡島

半島南端には遅くとも5300年前に到達し，黒松内低地帯の約1001,西のうぐい沼や黒松内低地帯が太平

洋に面する静狩には約800-900年前に達し,歌才川にはさらに遅れて到達したと推定した｡塚田松雄氏が

1982年に日生態会誌やBot・ＭａｇＴｏｋｙｏに発表された。約7000年前にすでに現在の北限地に到達して

いたというモデルは否定されたわけである。北限地のブナはいちじるしく生長がよいこと（４の発表）や

ファイトトロンでの人工環境下ではブナに距歯が現われたり，つる状の生活形などに変化すること（５の

発表）なども報告者には興味深かった。（南木睦彦）


